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富山県産スギ3品種中径材の材質特性(第1報)

気乾比重，平均年輪幅，材色，吸水量，注入量

長谷川益夫*

Qualities of Three Varieties of Sugi Cropped from Toyama Prefecture 1. 
Specific Gravity， Annual Ring Width， Color， 
Water Absorption and Water Retention 

Masuo HASEGAWA * 

スギは富山県の最も重要な造林樹種である。このうち，ボカスギ，カワイダニスギ，タテヤ

マスギの主な3品種中径材について材質特性を調べた。本報では これらについて辺心材別に

気乾比重，平均年輪幅，材色，吸水量，注入量について試験した結果を報告する。ボカスギと

カワイダニスギは，気乾比重が小さく，平均年輪幅は大きい特徴を示した。タテヤマスギは，

比重0.38前後の標準的スギの値を示し，平均年輪幅はおおむね6mm以下であった。心材木口

面の測色値(L¥aへb*)は各品種の特徴を比較的よく示し タテヤマスギの色のばらつき
が大きいことが示された。吸水量では，辺心材聞の差は，ボカスギが最も大きく，タテヤマスギ

は最も小さかった。注入量は，ボカスギ心材を除いていずれも平均490kg/m3以上の値を示した。
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1 .はじめに

スギ(Cryptomeriajaponica D. Don)は我が国

の最も重要な造林樹種で 富山県でも民有人工林の

93%がこの樹種で造林1)されている。本報でとりあ

げたボカスギ(挿木，以下ボカ)，カワイダニスギ

(挿木，以下カワイダニ)，タテヤマスギ(実生，以

下タテヤマ)は，戦後県内で比較的多く植栽された

品種である o 今後，これらのスギ材は，小径から中

径に次第に径級を増しながら出材されることが予想

できるo

本報では，このうち気乾比重，平均年輪幅，材色，

吸水量，注入量について報告するo なお，素材の耐

朽性，素材及び保護塗装材の耐候性については，現

在試験中であり，後に報告する予定である。

中径材から高付加価値の床材，内・外装材，建具

材等を製造するためには，材色調整や表面保護のた

めの塗装及び樹脂保存剤等の浸漬・注入処理が必

要となるo このため，木材の吸収性，注入性さらに

は耐久性などの基礎的データが重要となる。そこで，

これら県産スギ3品種中径材の材質試験を行った。

*木材試験場

2.試験方法

2. 1 試験片の採材

ボカ，カワイダニ タテヤマの3品種のスギ供試

原木の伐採場所，個体本数，径級，樹齢を表ー 1に

示す。いずれも一番玉あるいはそれに相当する樹高

位置から採材した。

試験片は，図ー 1のように二方柾目木取りで採材

し， 3cm角に飽削仕上げした。辺材試片は樹皮近

くから，心材試片はできるだけ節を避け移行材部近

くから採材した。気乾比重，平均年輪幅.材色，吸

水量，注入量測定用試片の寸法と試片数を表ー2に
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表－１供試原木の概要示す。また，比較のためにヨシノスギを供試した。

２．２気乾比重の測定

試片は20℃-ＲＨ65％の恒温恒湿室内で６ケ月以上

訓湿した。このときの含水率は12.4％であった。調

湿試片の気乾重量は0.019精度の電子天秤で，寸法

は0.05ｍｍ精度のノギスでそれぞれ測定した。これ

ら測定値から気乾比重(g/Cm3）を求めた。

２．３平均年輪幅の測定

平均年輪幅の測定は，まず試片木口面において複

数の年輪とほぼ直角交差する直線を１本引いた。そ

して，最も離れた年輪界との２交点間の距離とその

間の年輪数を数え，平均年輪幅(ｍ、)を求めた。

２．４材色の測定

材色は，東京電色㈱製のカラーアナライザーＴＣ‐

1800ＭＫⅡによって，Ｄ65光源，１０.視野，スポッ

ト直径25mmで測定した。表色系はＬ＊ａ＊ｂ＊

(CIELAB）を用いた。１試片について木口面１点，

板目面２点，柾目面２点の測定を行い，平均値をそ

の試片材･面の値とした。

２．５吸水量の測定

吸水量の測定は，ＪＩＳＺ２１０１「木材の試験方法

(3)吸水量試験」および文献2)に準拠した。木口面

吸水量測定用には木口面１面，板目用には板目面２

面，柾目用には柾目面２面を残して，アルミニウム・

ペイントを３回刷毛塗りしてシールした。そして１

週間以上塗膜を乾燥した後，図－２に示すように試

片を水道水(18.7～18.9℃)中に24時間浸漬し，浸漬

前後の重量差と露出面積より吸水量(g/cｍ2.24h）

を求めた。表－３に品種および材而別の供試した試

片数を示す。

２．６注入量の測定

加圧注入は，水溶性木材保存剤の注入を想定して，

ベセル（減圧-加圧）法で行った。注入には，ヤス

ジマ㈱製プログラム式減加圧注入装置を使用した。

注入条件は，森林総合研究所の方法3）に準拠して，

常温水を使用し，前排気-80kPa(-600ｍｍＨｇ)１５

分，充水，加圧392kPa(４ｋｇf/cm2）２時間，排水，

後排気-80kPa(-600ｍｍＨｇ)15分とした。処理試

片はプラスチックシートで被覆して室温.で24時間放

置した後，処理後の重さを測定した。そして，処理

前後の重量差と処理前の体積より注入量(kg/ｍ３）

を求めた。

試片は中径丸太から採材したが，いずれの品種で
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タテヤマスギ

数量'１

測定試験(蕊熟×蕊､，

カヮイダニスギ

ポカスギカワイダニスギタテヤマスギヨシノスギ

６
５
６
２
３
３
９

１
１
１
１
１
１

気乾比重

平均年輪幅

材色

吸水通

加圧注入性

26＋35

41＋37

26＋35

41＋37

20＋1８

3Ｃ

６
５
６
２
４
３
，

１
１
１
１
１
１

木口柾目板目

試片

１６

１５

１６

１１

１４

１１

１

*数埜：辺材試片数十心材試片数

セラ達ツク重り

ボカスギ

識水深５ｃｍ／被覆金網爾

■
■

些多!

b

試片

表－３品種および材面別の供試試片数

Ⅱ

圃柚Ｐ凸.ＦｂＦ画頃■

図－２吸水鐘の測定方法

辺材

心材

辺材

心材

辺材

心材

辺材

試片数辺心材
の区別

口
、 種



木口面

3１

(辺材一板Ⅱ而）
も写真一１のように心材試片には節が存在する有節

材を含めた。

品種

３．結果と考察

３．１気乾比重，平均年輪幅

気乾比重の測定結果を表－４に示す。ボカとカワ

イダニ辺材が低く，タテヤマは全国平均値0.38.1)に

近い値を示した。比較のために供試したヨシノは，

やや高い046を示した。またどの品種においても，

心材の気乾比重が辺材に比べて有意ではないがやや

高かった。

平均年輪幅は，カワイダニ心材の値が最も大きく

8.38ｍｍ，ついでポカ心材が6.67ｍｍ，タテヤマ心

材が5.68ｍｍであった。また，心材の標準偏差は

いずれの品種も1.5ｍｍ前後であった。これらのこ

とから，これら品種の比較的初期の肥大成長が大き

いことが示唆される。

３．２材色

測色結果を表－５に，心材について木口・柾目・

板目面に分けてプロットしたものを図－３に示す。

色は人間の視覚心理量であるが，特定の可視光源

下で測定した値を，等歩的に目盛られたＬ＊(明る

さ)，ａ＊(赤み)，ｂ＊(緑み)の三次元空間に点とし

て示したものである。一般に材色のちがいは，この

表色三次元空間の２点間の距離(色差；△Ｅ＊)が３

を越えると識別されるといわれている。

簡単のために三次元ではなく一次元の色差でみる

と，まず明るさの平均値は表－５より，木口，柾目，

板目面および辺材，心材ともにＬ*値がポカが最も

明るく，ついでカワイダニ，タテヤマの順であった。

彩度指標の平均値は，明るさに比べて品種間の差が

(心材一板Ii而）
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表－４県産スギ３品種の気乾比重と平均年輪l隅

木’1面は丸鋸切断のまま
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表-５県産スギ３品種の材色
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やや不明確であるが，ボカ

が心材ではａ燕，ｂ＊値と

もに他の２品種より大きく，

雌も鮮やかな心材色が認め

られた。

各材面内のばらつきは，

ａ＊，ｂ＊値で３を越える

ものはなかったが，Ｌ＊値

では，ボカ辺材・板目面，

カワイダニ辺材・木口而，

タテヤマ心材・木Imi／柾

目而／板目面が３を越えた。

とくに，タテヤマの心材・

木口面はＬ＊の平均値が５４

で最も暗く，ばらつきが

3.4と大きかった。

表色三次元空間では，心

材は品種内・品種間ともに，

差が木'－１而で最も大きく表

れた(図－３)。つまり，木

ｌ－Ｉ而のプロットでa*-b*平

面で比較的長い帯状に分布

し，心材色の彩度のちがい

は，柾目，板目面より木１１

而で表れやすい傾向がある

ことがわかった。

３．３吸水量

辺心材別の吸水量を表一

６に示す。辺材で厳も吸水

並の高いのはボカであり，

低いのはタテヤマである。

一方，心材では，高いのは

カワイダニで，低いのはポ

カである◎したがってポカ

は，辺心材間で吸水並の差

が3.2～6.5倍と最も大きく，

タテヤマは1.5～2.3倍で蚊

も小さかった。

また，木口面と柾目ある

いは板目面との間で大きな

ちがいが認められ，全体と

いは板目面に比べて１桁大Ｉ

に，ボカ辺材の吸水鐙は2.4
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値を示し，ヨシノ辺材がそれに続いた。

３．４注入量

加圧注入量の測定結果を表－７に示す。
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いが認められ，全体として水口面は，柾目ある

板目面に比べて１桁大きい吸水量を示した◎特

ボカ辺材の吸水鐙は2.49/cｍ2.24ｈと最も高い
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ヨシノスギ辺材

3３

品種でも辺材が，心材より高い注入量を示し，平均

値が540kg/ｍ３を越えた。心材では，ボカが最も小

さい約380kg/ｍ３の値を示した。このため，辺心材

間の注入量の差は，ボカが最も大きく約1.6倍，つ

づいてカワイダニが約1.2倍，タテヤマが約1.1倍で，

ボカ心材の相対的な難注入‘性が認められた。

表－６県産スギ３品種の吸水並

注）（）：標準偏差
浸潰前の試片含水率11.5～13.2％

品種糊吸水面気乾比重
吸水通
(g/cm2）

表－７県産スギ３品種の注入量
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2.425(0.592）

0.150(0.059）

0.122(0.029）

0.374(0.066）

0.041(0.005）

0.046(0.005）

1.702(0.322）

0.085(0.014）

0.102(0.015）

0.648(0.313）

0.050(0.011）

0.057(0.015）

1.300(0.299）

0.060(0.015）

0.081(0.014）

0.557(0.155）

0.042(0.006）

0.054(0.007）

2.211（一）

0.087（一）

0.073（一）

0.325

0.328

0.326

0.342

0.342

0.346

0.320

0.320

0.321

0.372

0.360

0.371

0.360

0.357

0.355

0.381

0.373

0.379

0.458

0.457

0.461

心材

４．まとめ

県産スギ３品種ボカ，カワイダニ，タテヤマの中

径材の気乾比重，平均年輪幅，材色，吸水量，注入

量を調べた。その結果つぎのことがわかった。

１）ボカ，カワイダニの気乾比重は，タテヤマに比

べて小さかった。タテヤマの気乾比重は0.38で，

スギの全国平均値と同等であった。

２）いずれの品種でも，辺材に比べて心材の年輪幅

が大きかった。カワイダニ心材の平均年輪幅は，

8.38ｍｍで最も大きかった。

３）材色では，変動幅はＬ＊，ａ＊，ｂ＊のうちで

Ｌ＊が最も大きかった。ボカスギは，材色が最も

明るく，心材色も他の品種に比べて鮮やかであっ

た。タテヤマ心材･木口面は，Ｌ＊値が54で最も

暗く，彩度指標のばらつきも大きかった。

４）吸水量は，辺材心材間で大きなちがいが認めら

れたが，この差はボカは約3.2倍を越えて最も大

きく，タテヤマは約1.5倍を越えていた。また，

木口面は，柾目あるいは板目面に比べて１桁大き

い吸水量を示した。

５）注入量では，ボカ心材は最小の約380kg/ｍ３で，

相対的な難注入‘性が示された。その他の材は，平

均値が490kg/ｍ３を越えた。

カワイダニスギ辺材

心材

タテヤマスギ辺材

心材

富林技研報１１，９８

ボカスギ

気乾比重

タテヤマスギ
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辺心材
の区別

注入最

(kg/ｍ３）
品種

0.334

0.364

0.340

0.407

0.376

0.414

カヮイダニスギ

注）（）：標準偏差
注入水の温度約20℃

辺材

心材

辺材

心材

辺材

心材

588(104）

379（８８）

591（８２）

497(107）

545(１０５）

494（７５）
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Sugispecies,whichcontainsofmanydifferentvarieties,isthemostimportantartificialplantingspeciesfor

forestsinToyamaPrefecture・QualitiesofmediumdiametersizelogsofthemajorvarietyBoka,Kawaidani

andTateyamasugiweresurveyed

BokaandKawaidanisugihadsmallspecificgravitｉｅｓｉｎａｉｒｄｒｙ（s､9.）andlargeannualringwidths・

Ｔａｔｅｙａｍａｓｕｇｉｓｈｏｗｅｄａｎｏｒｍａｌｓｇ､averageO､３８ａｎｄａｎｎｕａｌｒｉｎｇｗｉｄｔｈｏｆａｌｍｏｓｔ６ｍｍ・ＰｌｏｔｓｉｎＬ*ａ*ｂ＊

-3Dgraphonheartwoodcross･sectionwerescatteredlikeindicatedthevariety，scharacteristics・Standardde‐

viationsofL＊ofTateyamasugioncross，ｒａｄｉａｌａｎｄｔangentialsectionwerelarge・Waterabsorption

deferrenceofBokasugibetweensapwoodandheartwoodwaslargest（ratio3.2～6.5）ａｎｄｔｈａｔｏｆＴａｔｅｙａｍａ

ｗａｓｓｍａｌｌｅｓｔ（1.5～2.3)．WaterretentionsexceptforBokasugiheartwoodexceeded490kg/ｍ３，ｂｕｔｔｈｅｅｘ‐

ceptionwas380kg/ｍ3．




